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Ｃー１指導案

２年 音楽科学習指導案
平成１８年６月２６日（月）４限

指導学級 ２年Ａ組 （音楽室）

１．題材名 日本の伝統音楽に親しもう

教材 長唄「勧進帳」

２．題材の目標

（１）日本の伝統音楽に関心を持ち、意欲的に演奏しようとする。 （音楽への関心・意欲・態度）

（２）長唄の声の特徴や三味線の独特な音色を感じ取る。 （音楽的な感受や表現の工夫）

（３）三味線で簡単な曲を演奏する技能を身につける。 （表現の技能）

（４）日本の伝統芸能の良さを味わう。 （鑑賞の能力）

３．指導にあたって

（１）教材観

１年生では「日本の音楽に親しもう」という題材で尺八曲や箏曲を学習したきたので、和楽器の学

習は初めてではない。今回は実際に和楽器を演奏することを考え、教材は、鑑賞と演奏の両方に使え

る「勧進帳」を用いた。鑑賞に関しては、実際のプロが演じている歌舞伎の映像と長唄の鑑賞用ビデ

オを使ったが、親しみがある教材なので導入としても適していると思われる 「寄せの合方」はスク。

イバチなどの奏法が次々と出てくるので、これを演奏するのはかなりの技能が必要である。しかし、

最初の４小節くらいは初心者でも何とか演奏できると思われるので、演奏に取り組むことにより、歌

舞伎の雰囲気を味わうのに適した教材と思われる。

（２）生徒観

本校の生徒は全体的におとなしいが、２年生は比較的活発で授業への取り組みも前向きである。２

年Ａ組は男女とも歌うことが好きで、毎時間授業の最初に歌う歌もしっかり歌っている。１学期にベ

「 」 、 、 。ートーヴェンの 運命 を鑑賞したが とても集中して聴くことができ 感想もしっかり書けていた

今回の日本の音楽の鑑賞についても積極的に取り組めるように支援していきたい。また、和楽器を演

奏するのは今回が初めてであるので、グループ練習がスムーズに進められるようグループでの練習に

対する配慮も考えていきたい。

（３）指導観

日本の音楽というと日常の生活の中でなじみがなく、生徒にとって「あまり関心がない」というマ

イナスのイメージが強いように思われる。そこでこの学習を通して、長唄の特徴、三味線の独特な音

色などを学ぶことによって日本の伝統的な音楽が身近に感じられるように指導していきたい。実際に

楽器にふれることにより鑑賞の学習がより深まるよう指導の流れを考え、鑑賞と表現を組み合わせて

効果的な指導ができるよう工夫していきたい。また、キャリア教育の視点からグループ活動を効果的

に取り入れ、お互いに助け合ったり教え合ったりする中で人間関係を作る力をつけられるような場面

を設定していきたい。
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４．題材の評価規準

１音楽への関心・意欲・ ２音楽的な感受や表現 ３ 表現の技能 ４ 鑑賞の能力

態度 の工夫

①日本の伝統音楽に関心を ①長唄の声の特徴や楽器 ①三味線で曲を演奏す ①日本の伝統芸能 歌「

持ち長唄「勧進帳」を聴い について、音色やリズム る技能を身につけてい 舞伎」のよさを味わ

ている。 の特徴を感じ取ってい る。 っている。

②三味線に興味・関心を持 る。

って意欲的に演奏してい ②三味線の音色の独特な

る。 響きを感じ取り、表現を

工夫している。

５．指導と評価の計画（４時間）

時間 ○指導計画 題材の評価規準 評価方法等

・主な学習活動 との関連

１ ○長唄に関心を持ち、意欲的に学習しようとする。 観点１－① ・観察、自己評価カード

・日本の伝統芸能「歌舞伎」について知る。

・長唄に使われる楽器の名前や音色について知る。

・ＣＤやビデオで長唄「勧進帳」の演奏を聴き、曲 観点２－①

の特徴を聴き取る 。。

・長唄「勧進帳」を聴いた感想を書く。

２ ○三味線に興味・関心を持ち、演奏する。 観点１－② ・観察、自己評価カード

・三味線の構造や音の出し方などをビデオで見て学

習する。

・グループに分かれて順番に三味線を持って音を出 観点３－①

してみる。

・お互いに助け合いながら正しく構える。

・ メリーさんの羊」を演奏する。「

３ ○三味線の独特な響きのよさを感じ取り、意欲的に表 観点２－② ・観察、自己評価カード

現する。

・模範演奏を聴き、奏法による音色の違いを聴き取

る。 スクイバチ、ウチ、スリなど

○グループ練習を行う。

・ 寄せの合方」の最初の部分を演奏してみる。「

・グループ内でお互いに教え合いながら練習する。

・分からないことは講師の先生に聞く。

４ ○学習の総まとめとして歌舞伎 勧進帳 を鑑賞する 観点４－① ・感想文「 」 。

・ビデオで歌舞伎「勧進帳」を見る。

・歌舞伎の雰囲気を味わう。

・三味線の音色を感じ取る。
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６．本時の学習（３／４）

（１）題材名 日本音楽に親しもう

教材名 長唄「勧進帳」より 「寄せの合方」

（２）ねらい

・三味線の独特な音色を感じ取り「寄せの合方」の表現を工夫する。

（３）キャリア教育の視点から

○人間関係形成能力

グループ練習に積極的に参加し、三味線の演奏に取り組む中で、グループ全員が目標を達成する

ために互いに助言し合える力を養う。

（４）準備 三味線 「寄せの合方」の楽譜、自己評価カード、

（５）本時の展開

配時 学習内容 生徒の学習活動 支援（・）と評価（○） キャリア教育の視点

導入 学習への導入 ・既習曲を合唱する。 ・音楽の学習への雰囲気

５分 をつくる。

前時の振り返り ・前時の学習を確認し、 ・前時の自己評価カード

感想を発表する。 の感想を紹介し意欲を

持たせる。

今日の目標の確認 ・ 寄せの合方」を演奏 ・自己評価カードの項目「

しよう も合わせて確認するよ

展開 う、声をかける。

「寄せの合方」の ・ゲストティーチャーに ・集中して聴ける雰囲気

演奏の鑑賞 よる寄せの合方の模範 をつくる。

演奏を聴く。

・三味線の奏法による音 ・最初の部分を繰り返し

色の違いを知覚する。 て演奏してもらう。

・ゲストティーチャーに

よる奏法の説明を聞く

三味線のグループ ・３人グループに分かれ ○三味線の独特な音色を ・グループでお互いに

４０ 練習 て寄せの合方を練習す 感じ取り、表現を工夫 助け合って練習を進

分 る。 している。 めることができる。

（観点２ー②） （人間関係形成能力）

まとめ ・自己評価カードに今日 ・本時の学習活動を振りまとめ

５分 の評価と感想を記入す 返らせる。

る。


